
 

第
三
十
一
回
月
山
俳
句
大
会 

選
考
結
果 

 

◆
町
長
賞
◆ 

 
 

山
紅
葉
出
羽
三
山
の
大
絵
巻 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 

笹
原 

茂 

 

【
山
田
貴
世
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

三
山
へ
男
十
五
の
初
参
り 

 
 
 
 
 
 

山
形
市 

 

大
森 

ア
キ 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

月
山
を
仰
ぎ
一
礼
稲
を
刈
る 

 
 
 
 
 

東
根
市 

 

齋
藤 

耕
次
郎 

大
根
引
く
ひ
と
日
月
山
引
き
寄
せ
て 

 
 

大
江
町 

 

庄
司 

和
子 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 
 

藁
色
に
染
ま
る
野
良
着
の
夜
鍋
か
な 

 
 

秋
田
県 

 

田
口 

穂
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
鳥
の
助
走
大
き
な
風
に
乗
る 

 
 
 
 

山
形
市 
 
鈴
木 

あ
い 

時
が
研
ぐ
奇
巌
の
谷
や
霧
晴
る
る 

 
 
 

東
京
都 

 

山
田 
せ
つ
子 

 

【
阿
部
月
山
子
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

陶
芸
の
窯
の
薪
積
む
小
春
か
な 

 
 
 
 

天
童
市 

 

笹
原 

時
子 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

浮
橋
の
ゆ
る
る
水
面
の
鳰 

 
 
 
 
 
 

山
形
市 

 

齋
藤 

眞
人 

冬
蝶
や
崖
の
窪
み
の
石
仏 

 
 
 
 
 
 

山
形
市 

 

鈴
木 

周
子 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 

月
山
の
本
宮
閉
づ
や
濃
竜
胆 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 

笹
原 

茂 

紅
葉
山
修
験
道
い
ま
獣
道 

 
 
 
 
 
 

鶴
岡
市 

 

牧 
 

静 

月
山
の
和
紙
の
あ
か
り
や
冬
の
宿 

 
 
 

神
奈
川
県 

濱
田 

聡
子 



 
【
鈴
木
正
子
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

月
山
の
水
躍
ら
せ
て
紙
を
漉
く 

 
 
 
 

西
川
町 

 

板
坂 

歩
牛 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

幻
想
に
灯
る
回
廊
雪
旅
籠 

 
 
 
 
 
 

東
根
市 

 

武
田 

本
子 

白
鳥
の
助
走
大
き
な
風
に
乗
る 

 
 
 
 

山
形
市 

 

鈴
木 

あ
い 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
だ
雨
を
吸
ふ
力
あ
り
朴
落
葉 

 
 
 
 

東
京
都 

 

髙
橋 

き
よ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝
露
の
被
さ
っ
て
く
る
牧
の
柵 

 
 
 
 

宮
城
県 

 

遠
山 

典
子 

村
時
雨
古
道
に
残
る
道
標 

 
 
 
 
 
 

山
形
市 

 

志
鎌 

恵
美
子 

 

【
工
藤
稲
邨
先
生
選
】 

◆
特
選
◆ 

 
 
 

山
紅
葉
出
羽
三
山
の
大
絵
巻 

 
 
 
 
 

山
形
市 

 
笹
原 

茂 

◆
秀
逸
◆ 

 
 
 

リ
フ
ト
か
ら
交
わ
す
笑
顔
や
紅
葉
刈 

 
 

西
川
町 
 

髙
橋 
真
喜
子 

月
山
の
秋
を
ま
る
ご
と
行
者
鍋 

 
 
 
 

上
山
市 

 

石
井 

浩
吉 

 

◆
佳
作
◆ 

 
 
 

白
々
と
明
く
る
月
山
濃
竜
胆 

 
 
 
 
 

神
奈
川
県 

富
山 

ゆ
た
か 

月
山
に
芭
蕉
の
名
句
紅
葉
晴 
 
 
 
 
 

西
川
町 

 

工
藤 

キ
ク
エ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

庭
の
木
に
依
怙
贔
屓
あ
り
雪
囲 

 
 
 
 

鶴
岡
市 

 

牧 
 

静 


